
The Society of Socio-Informatics 

NII-Electronic Library Service 

The 　Sooiety 　of 　Sooio 一
工nformatios

「東 日本大震災」 以 降の 「緊急地 震速報」 に対す る入 々 の 評価

　　　Inhabitant’s　reaction 　on 　Earthquake　Early　Waming 　after

　　　　
‘‘The　20110ff　the　Pacific　coast 　ofTohoku 　Earthquake”

　　　　中森広道

Hiromichi　 Nakamori

日本大学文理学部社会 学科　Department 　of 　sociology ，　NIHON 　University

Abs 廿act 　 While 　the 　Earthquake　Early　W 段 rning 　has　become　highly　recognized 　as 　it　was

i8sued　many 　times　after 　the
“20110ff 　the　Paci五c　Coast　of　Tohoku 　Earthquake

”
，　it　also 　has

become 　controversial 　a8 　inappropriate　warnings 　were 　issued　one 　after 　another 　wherein 　the

actual 　seismic 　intensity　registered 　was 　smaller 　thau　what 　was 　predicted．　Some　people 　are

c   tical　abollt 　it　an 】ゴght ，　but　there 　are 　many 　who 　consider 　it　unavoidable ．　Likewise，　many

people　regard 　the　Earthquake 　Early　Waming 　as 　necessary 　infomation　and 　want 　the 　system

to　issue　the　warnings 　continuously 　as 　well 　as 　positively ・

キ
ー

ワ
ード　緊急地 震速報　東 日本大震災　災害情報　ア ン ケート調 査　住民

1． は じめに

　2007 年 10月 1 日 に本 運 用が開始 され た こ の 緊急地

震速報は、2011 年 の 「東 日本大震災」 の 発災以降に警

報が 多 く発表 され た こ と もあっ て 、こ れま で 以上 に 知

名度が 高 ま っ た よ うだ。しか し その よ うな 中で、緊急

地 震 速 報 に 関す る次 の よ うな問題点が 指摘 され る よ う

に もな っ た。

　 （1） 「東 日本大震災」 を引き起 こ した 2011 年 3 月

11 目の 「東北地方太平洋沖地 震 」（14 時 46 分、M9 ，0）

が発生 した際 の 警報 （ど こ か の 地 点 で震度 5弱以 上 と

予 測された場合 に、そ の 地 震で 震度 4 以 上とな る地域

を対 象 に発 表） は、青森県 を除 く東 北 地 方 5県が対象

で あ り、関東地方な ど結果的に 揺 れ に よ る大きな被害

が生 じた他 の 地域 は対象 か ら外 れ て い た こ と。

　 （2）停電や観測機器等 の トラ ブル な ど に よ り、例

え ば 「東北地方太平洋沖地 震 」 の 約 30分後 （15 時 15

分）に 発生 し最大 震度6 強 を記 録 した 茨城県沖を震源

とす る地 震 （M7 ，7）などの い くつ か の 大 き な規 模 の 地

震で 警報 を発 表す る こ とが で きな か っ た こ と。

　 〔3＞そ の
一

方 で 、結果的 に予 測 され た よ うな強い

揺 れ が記 録されなか っ た警報 の 発表 が相 次 い だ こ と。

　特 に （3） の 「適切で は な い 緊急 地 震速報 」 が相次

い だ こ とに つ い て 、す で に気 象庁 は 改善策を講 じ て は

い る もの の 、当初 は批 判 的な報 道や意見 も少なくな か

っ た。こ の よ うな 中で人 々 は 緊急地震速報をどの よ う

に 評価 し て い る の だ ろ うか。本稿 で は、住民を対象に

行 っ た調査 結果 な どを も とに、緊急地震速報 に 関す る、

特 に 「東 日本大震災」 以 降の 人 々 の 意識 と課題 に っ い

て 考 え て み た い 。

2． 認知度と認識度

　筆者 は、「東 日本 大震災」以降に、緊急地震速報に 関

す る ア ン ケート調 査 を 2回行 っ て い る。1回 目は、2011

年 6 月 ・7 月 に 実施 した 関東地方の 住民を 対象に した
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ア ン ケ
ー

ト調 査 （回 答者 数 300。以下、関東地方調 査）

（注 D 、2 回 目は 厂東 日本 大 震災」 の 発災か ら 1 年後

の 2012年 3月 に 実施 した、全 国 6都市（東 日本 3都市・

西 日本 3都市）の 住民 を対象 と し た ア ン ケ
ー

ト調 査 （回

答数 300。以 下、全 国 6 都市調査）（注 2）で あ る。

　 こ の 2つ の 調 査 で、緊急地震速報の 認知度 につ い て

の 質問 を行 っ てい る。
「緊急地震速報を知 っ て い る ・聞

い た こ とが あ る」 と回答 した 人 は、関 東 地 方 調 査 で

82．0％ 、全 国 6都市調査 で 80．3％で あ っ た （注 3）。し

か し、緊急 地 震速報 に 警報 と予 報 が あ る こ とや テ レ

ビ ・ラ ジオ ・一
部 の 携帯電話 で伝 え られ る緊急 地 震 速

報 は 警報で あ る こ と とい っ た認 識度 に つ い て 質問 した

結 果 を見 る と、警報を理 解 して い る と回答 し た 人 は、

関東地 方調査で 25．7％、全国 6都市調査 で 24．0％ と、

ほ ぼ 4 人に 1 人 の 割合で あ っ た （注 4）。緊急 地震速報

とい う情報の 存在 自体 は多くの 人 が知 っ て い る もの の 、

テ レ ビ ・ラジ オ ・携帯 電 話 な どで
一
般 に 伝 え られ る緊

急地 震速報の 意味 にっ い て 正 し く理 解 し て い る人 は ま

だ ま だ 多い とは 言 え ない 。緊急 地 震 速報 の 認 知 度 に 比

べ 認識度は そ れほ ど高 くない と言 え る だ ろ う。

3． 関東地方に発表 されなか っ た警報 へ の評価

　前述 の よ うに 「東北地方太平洋沖地 震」 にお い て 、

東北地 方 5 県 に は警報 が 発表 されたもの の 、関東 地 方

を は じめ 結 果的 に は強い 揺れ が記録 され た他 の 地 域 に

対 して は 警 報 が 発 表 され なか っ た。こ の 地震 で は、茨

城県や栃木 県 で は 最大 震度 6 強、東京都 で も最大 で 震

度 5 強 が観測 され 揺れ に よ る人的被害も生 じて お り、

こ の 地 震に お い て 関東地 方で は 緊急地震速報 が望 ま し

い 機能を 果 た す こ とが で き なか っ た わ けで ある。

　関東 地 方調 査 で、こ の 点 にっ い て 尋ね たとこ ろ、「特

に 問題 で は な い と思 う」 が 5．3％、「予 想を超 え る地 震

だ っ た の で 仕 方が な か っ た と思 う」 が 27．0％ と大 きな

問題 で は ない と評 価す る 人 が あ わ せ て 32，3％で あっ

た。それに 対 して 、「憤 りを感 じる」 が 8．0％、「憤 り

を感 じ る ほ どで は ない が 大 き な問 題 で あ る と思 う」 が

39．0％と問題視す る人 が あ わ せ て 47．0％ を 占め て い

た。こ れ に 、「もと も と あて に な らな い と思 っ て い た の

で 特 に 何も感 じて い な い 」 の 回 答 （15．7％ ） を加 え る

と 62．7％ とな り、緊急地 震速報 を問 題 視 ま た は 否定的

に と らえ て い る 人 が 多か っ た こ とが わ か る。

4．「適切 で はな い 緊急地震速報亅 と評価

　2007 年 10 月 1 に 緊 急地 震 速 報 の 本 運 用 が 開始 され

て 以 降、2012 年 5 月 31 日ま で に 発 表 され た 警報の 数

は 125 回 で 、2011 年 に発 表 され た警報 の 数 は 97 回 で

あ る。ま た 、「適切 で は ない 緊 急 地 震 速報」に つ い て は 、

警報 が 発 表 され た が結 果 的 に最 大震 度 2 以 下 で あ っ た

も の や 誤 報 の 数 は 27 回 で 、そ の うちの 26 回 は 「東 日

本 大震災 」 発 生 以 降 の もの で あ る （注 5）。

　関 東 地 方 調 査 で 「東 日本 大震災」 以 降に 「適切 で は

ない 緊 急 地 震 速 報」 が 多く発 表 され た こ とに つ い て質

問 した とこ ろ （複数回 答）、「そ れ ま で 『緊急 地震 速報』

を信 用 し て い た が今回 の こ と で 信用 しな くな っ た 」 が

8．0％、「『緊 急 地 震 速 報』が発 表 され て も気 に な らな く

な っ た 」 が 13，0％、ま た、「『緊急地震速報』に慣 れ て

し ま い 、本 当 に大 き な揺 れ が来 る 際に 活 か され ない の

で は な い か 」 とい うオ オ カ ミ少 年効果 を危惧 し て い る

回 答が 33．0％ で あ っ た の に 対 し、「仕方 が な い こ と だ

と思 う1 が 48．7％ で あ っ た。

表 1 「適切 で は ない 緊 急地 震 速報 」の 評 価 （％ ）　 （M．A，〉

2011年 夏

　閲東

〔N≡30D 〕

2012年 3月

東京
・
横 浜

（N−100〕

仕方がない こ とだと思う

48．7740
「緊急地震遼赧亅は、はじめか ら信用していな か っ た

731 、0
それまで 「緊急地震遮報」を信用していた が．信 用しなくなっ た

8、02 ．0
「緊急地震速鞭」が 発表されても、気にならなくな っ た

1308 、0
「緊 急地震 速報 亅が ．わず らわ し くなった （邪 魔に思 うようにな っ た〕 冒 4．0
「緊 急地震 速鞭 亅に慣れてしまい、〔オオカ ミ少年の 話の ように 〕本当に大き
な忸れが 来る瞭に、活かされない のではないか と思 っ ている

33．o19 ．0
「緊急地震速報亅が兜表され たら、もっと人 q の 間 に パ ニ ックや 混乱が起こ

ると思って い たが、意外とパ ニ ックや混乱が起こらないものだと思 っ た
9．312 ．0

適切な「緊急 地震遮 報 亅が兜 表できるまでは、「緊 急地震 遼蔽 」の 発表をや

1め て ほしい 5、320
・結果的 に は ずれてもか まわ ない ので，引 き続 き 「緊急 地震還報」を発褒し

1てほ しい． 44、746 ．0
その他

2．720

1特に航 たことはない ■ 6．o
わからない

200 ．0

※関東調査の 「− 1 は、該当する選択肢が設 定 され て い な い 。
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　全国 6 都市調査に お い て も同 様 な質問 を設 け た。こ

の 調査の 中で 東京 23 区 と横浜 市の 住 民 の 回 答 につ い

て 見 る と、「それまで 『緊急地震速報』を信 用 して い た

が今回 の こ とで 信用 し なくなっ た」 が 2．0％、「『緊急

地震速報』が 発表 され て も気 に な らなくな っ た 」 が

8．0％、「『緊急地震速報』に 慣れて しまい 、本 当に大 き

な揺 れが来 る 際 に 活 か され な い の で は な い か 」 が

19．0％に 対 し、「仕方が ない こ とだ と思 う」 が 74．0％

で あっ た （表 1＞。こ の 2 っ の 調査 は必ず し も同 じ地域

を 対 象に した も の で は ない が、こ れ らの 結果 か ら、「適

切 で は ない 緊急地震速報」 が 相次い だ こ とに対す る批

判や懸 念の 評 価 よ りも、この 状 況 を容認 また は止 むを

得な い と評価す る人 が 多い とい う傾向が、時間が経つ

に つ れ て よ り強 くな っ た と考 え られ る。

一
般 の 人 々 は 、こ れ らの 音 を どの よ うに評 価 した の で

あろ うか。

　前述 の 全国 6 都市調 査で 、NHK チ ャ イ ム 音 と携帯

電 話 の 警報 音 につ い て の 質問を設 けた。こ の 結果を見

る と、NHK チ ャ イ ム 音・携帯電話 の 警報音ともに、「緊

急 性 を感 じる」 「び っ く りす る」 「怖 い と思 う」 と回 答

した 人 が多い
。 そ し て、両方 の 音 に つ い て 「適 切 な音

で あ る」 （NHK チ ャイ ム 音 ：24．0％、携 帯 電話の 警報

音 ： 16．3％）、厂よい か 悪 い か は わ か らな い が 変え る 必

要はない と思 う」 （NHK チ ャ イ ム 音 ： 30．0％、携帯電

話の 警報音 ：24．0％） と回 答 した 人 が 「適切 な音 とは

思 えない の で 別の 音 に変 えて ほ しい 」（NHK チ ャ イ ム

音 ：4．3％、携帯電話 の 警報音 ： 7．3％） よ りも多い こ

とがわか る （表 2）．

5．緊急地震速報の 「音」 へ の評価

　緊急 地震速報 を広 く一般 に伝 え る上 で、速報 を伝 え

る 「音」 を で き るだ け統
一

す る こ とが検 討 の
一

つ の 課

題 で あ っ た 。 緊急地 震速報 は 、 様 々 な警報や速報 の 中

で も、と りわ け 秒単位で の 対応 が必 要 とな る 。 端 的に

言 え ば音を聞い た だ け で 緊急地 震 速報 とい うこ とが わ

か る よ うな伝 え 方が 求め られて い た 。

　緊急地 震速報 を伝 え る音は 現在 、 テ レ ビ ・ラ ジ オ に

つ い て は、放送 局 の ほ とん どが NHK の 製作 した チ ャ

イ ム 音 （NHK チ ャ イ ム 音）を使用 して い る。この NHK

チ ャ イ ム 音 は、百貨店や 地 下 街な どで も活 用 され て い

る 。 ま た、緊急 地震 速報 の専用 受 信機等 は 、 リア ル タ

イ ム 地 震情報利 用協議会 （REIC ） の サ イ ン 音 の 使用

が 奨 め られ て い る 。 そ して 、 携 帯 電 話 に つ い て は、各

社 と も速報 メール で伝 え る 場合に は 同 じ警報音を使用

して い る （各自がダウン ロ
ー

ドした ア プ リケ
ー

シ ョ ン

ソ フ トを用い て い る場合は別）。

　防災関係者の 中に は、「東 日本大震災」発生以前か ら

緊急地震速報を伝える こ れ らの 音に つ い て 適切な音で

は ない の で は ない か、とい う考 え を示 す向 き もあ っ た。

「東 日本大震災」 以降、警報 が た び た び発表 され た こ

とに よ り緊急地震速報 の 音 の 認識度 も高 くな っ た 中で、

表 2　 「緊急地震速報 」 の音 の評価 （％ ）　 M．A．

NHKチ ヤ イ

厶音

携帯電話

の警報音

悔いと思う 23．323 ．3
不 快 で ある 77143
不 気瞭である 14、016 、0
び っ くりする 23．フ 317
うるさい

・
やかましい 27143

緊 急性を感じる 360323
累急性を感じない 9．05 ．0
適切な音である 24．016 ．3
適切な音とば思えない ので別の 音に 変えて ほしい 4．37 ．3
よ い か 悪い かはわ からない が 、変える必要 はな い と思う 30．024 ．0
これまで聞いた ；とがなか っ た 3712 ．ア
その 他 1003
わか らない 7．38 ．0

　2011 年 の 関東地方調査 で も同様 の 質問を行 っ て い

る が （選 択肢 の
一

部 の 表現等が異なる。複数回 答）、こ

こ で の 結果 で も、「適切な音 で あ る」 （NHK チ ャ イ ム

音 ：17．0％、携帯電話 の 警報音 10．7％）、「『緊急地震

速報』 の 音 で あ る こ とが わ か るよ うに なっ た の で 変 え

る必 要 は な い 」 （NHK チ ャ イ ム 音 ： 36．0％、携帯電 話

の 警報音 ： 30．3％） を回 答 した人 が 「適切 な 音 とは 思

え ない の で 別 の 音 に変 え て ほ しい 」 （NHK チ ャ イ ム

音 ：6．7％、携帯電話 の 警報音 ：6．3％） を 回答 した 人

よ りも多 か っ た。こ れ らの 結 果か ら、NHK チ ャ イ ム

音も携帯電 話 の 警報音も、現在 の ま ま で よい と考え る

人 の 方 が多い 傾 向 に あ る こ とが わ か る 。
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　先述の よ うに 、「東 日本 大震 災」以 前 に発 表 され た警

報は 17 回 で あ っ た が 、関東地 方 を例 に とる と、関 東

地方の 都 県 の い ず れ か が 対象 とな っ た 警 報 は 5 回 （内

1 回 は 誤 報 ） で 、そ の 中で 多 くの 人 々 が 活 動 して い る

時間 （夜 中 ・早朝を 除 く） に 発 表 され た の は 2010 年

の 2 回 だ けで あ っ た （注 6）。ま た、携帯電話 は 、早 い

社 で は 2008 年か ら警報 の 速 報 メ
ー

ル 配 信 を始め て い

た もの の 、対応す る携 帯 電 話 の 機 種 が 限 られ て い る こ

とに加 え、速報 メ
ー

ル が 受信 され た 際 に 鳴 る 警報 音の

意 味 を理 解 し て い る 人 が 以 前 は まだ ま だ 少 な か っ た
。

そ の よ うな こ と か ら、「東 日本 大 震 災」以 降に 相 次 い で

発表 され た 警報 に よ り、警報 音の 意味や 緊 急 地 震 速報

白体 の 意味 を理 解 した人 も 多 か っ た よ うで あ る 。

6．緊急地震速報の 有効性 と必要性

　こ の よ うな 中、緊急 地 震速報 に つ い て 人 々 は信頼性

や 必 要 性 を どの 程 度 感 じ て い る の で あ ろ うか，関東地

方調 査 と全 国 6 都市調査 の 結果 か ら見 て い くこ とに す

る。

図 1 「緊 急地 震 速 報 」 の 信 頼度 （S．A．）

　図 1 は 、「緊急 地 震 速 報 を どの 程 度信 頼 し て い ま す

か 」 と い う質 問 に 対 す る結 果 で あ る が、「信頼 で き る」

（「非 常 に 信 頼で き る」「あ る程 度 信 頼 で き る 」の 合 計 ）

と回 答 した 人 が 、関東 地 方 調査 で 71，7％ 、全 国 6 都 市

調 査 で 84，3％ を 占め て い るe 次 の 図 2 は 、「緊急 地 震

速報 は 役 に 立 っ と思い ます か 」 とい う質 問 に対 す る結

果 で あ るが 、「役 に 立 っ 」 （「非常に役 に 立 つ 」 「あ る程

度役 に 立 っ 」 の 合計） と回答 した人 が 、関 東地 方 調 査

で 78，7％、全 国 6 都市調 査で 92．0％ で あ っ た。こ の 2

っ の 結果か ら、緊急地震速報 の 信 頼 度 も有効度もとも

に 高い こ とが わ か る．

図 2　 「緊急地震速報」 の 有効性 （％ ） （S．A．）

　表 3 は、緊急地震速報 を こ れ ま で 通 り
一

般の 人 々 に

発 表 す る こ と に つ い て の 賛否 に 関す る 質問の 結果 で あ

る。「は ず れ る の は 困る の で 、も っ と慎 重 に 緊急 地震速

報を 発 表 して ほ しい と思 う」 と回答 した 人 が 関東地方

調 査で 22、3％、全 国 6 都市調 査 で 16 ．0％ で あ っ た の に

対 し、「結果 的 に は ず れ て もよ い の で 積極的 に 緊急 地 震

速報を 発 表 した 方 が よい と思 う」 と回 答 した 人 は 関東

地方調 査で 71．0％、全 国 6都市調査で 76，0％ で あ っ た。

これ ま で 通 り、緊 急 地 震 速報を
一

般に 発 表 して ほ し い

と考える 人 が 多い こ とが わ か る。ちなみ に、緊急 地 震

速報 の 本運 用 が 始 ま る 直前の 2007 年 9 月 に 筆者 が 全

国の 住 民 を対 象 と した ア ン ケー
ト調 査 （回 答者数 1069）

（注 9）で 同様 の 質問 を設 け て い るが 、緊 急地 震 速 報

に つ い て 、「絶 対 に 間違 い な い とい うシ ス テ ム が で き る

まで は 流さない で ほ しい 」 と回 答 し た 人 が 20．3％ で あ

っ た の に対 し、「空 振 りや 間違 い が あっ て も積 極 的 に 流

して ほ しい 」 が 73．2％ で あ っ た。こ れ らの 結果 か ら考

え る と、緊急地 震 速 報 を 一
般 の 人 々 に 発 表す る こ とに

賛成 の 人 々 の 割合は、緊急 地 震速報 の 本運 用 開 始 前 か

らあま り変わ りが な い と も言 え る。
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　以 上 の よ うな こ とか ら、「東 日本 大震 災 」以 降、緊急

地震速報の 信用 に 関わ る よ うな 問題 が あ っ た もの の 、

現在もこ の 速報 を必 要 と考 え て い る人 が 多い こ とが わ

か る。

表 3　 「緊急 地 震速報」の 発表へ の 評価 （％ ）　 （S．A．）

2011 年 夏

　閧東

N＝300）
2012年 3月

東京
・
横浜

　 N＝100
仕方が ないことだと思 う

48774 ．0
r緊急埴 震遭報 」は．はじめ から信用して いなかつた

7310

それまで「緊急地震遮報」を信用して い たが  信用 」なくな っ た
8、020

「緊急埆靂遼鰍亅が範衰されても、気 にならなくなっ た
130 呂0

「賢急均震遮報」が、わずらわしくなっ た（邪魔 に思うようになった） 曹 4、0
「緊急地震遮 報 4に慣れ てしまい、（オオカミ少年の話の ように 〕本当 に大き

な梱れ が來る際に 、渚かされない の ではない かと思 っ ている
33．0190

「緊急地震遮 報」が蛇 褒されたら、もっと人 々の聞にパ ニ ックや混乱が 起こ

ると思っ て い たが 、意外とパ ニ ッ クや混乱 が起 こらないものだと思った 93120

適切 な「緊 急地震速綴 」が驚表で曹るまで は．「緊急地震遼軸 亅の艶 衰をや

めてほしい
5320

結果 的に はずれてもかまわないの で、引き観き「緊急地震遮 報 」を莞 褒し

て ほ し い
44．746 ．0

その他
272 、o

持に考えたことはない ． 6、O

わ がらない
2．000

7．まとめ に かえ て

　緊急地震速報は、その シ ス テ ム の 開発 か ら本運 用 を

開始 す るま で の 間、こ の 速報 を一
般 の 人 々 に発 表す る

た め の 様 々 な検討、準備、合意形成 が行 われ た。「地震

の 揺れ が 来 る こ とを知らせ る」 とい う、それ ま で に
一

般 に は なか っ た こ の 情報 を運用 す る に あ た り、緊急地

震速報の 発 表を担 う気象庁 に対 し、こ の 速報 の
一
般 へ

の 周 知の 徹底が 強く求 め られ た 。 そ の た め 気象庁 は 、

緊急地震速報の 周知 の た め、お そ ら くは 開庁 以 来 は じ

め て と言っ て もよい く らい の 広報活 動 を展 開 し た。気

象庁が、それらの 広 報活 動 にお い て 緊急地 震速報の 特

性を伝 え る上 で 、こ の 速 報 の 「限界 」 に つ い て も触 れ

て 理解を求め て い た 。 そ こ で 強 調 され た 「限界 」 は、

  震源が 近い 地 震 な ど、地 震 に よ っ て は 緊急 地 震 速 報

が 間に 合わ な い （速報 が 伝 わ る 前に 強い 揺れ が 到 達 す

る）ケ
ース が あ る こ と、  予 想 され た 震度 と実 際 の 揺

れの 強 さ に誤 差 が 生 じ る こ と もあ る こ と、  落 雷 や機

器の トラブ ル に よ る誤 報 も あ り うる こ と、な どで あ っ

た。しか し、本稿 で 触れ た 「東 日本 大震災」 を 引き起

こ した 「東 北地 方太平洋沖地震」の よ うな 巨大 地 震で、

関東地 方 の よ うに警報 が本来 は そ の 対象 とな るべ き 地

域 に 発 表 され ない と い う 「大規模 地 震 に お け る緊 急地

震速報 の 限 界 」（大規模な地震 の 場合 に 警報の 範囲 を正

確 に 示 す こ とが で き ない 可能性 が あ る）に つ い て は、

専門家 は そ の 可 能性 を理 解 して い たもの の 、一
般に 対

し て は 十分 に 強調 され て い なか っ た （前述の   で 述 べ

た 「誤 差」 は、予想 され た 震度 の プ ラ ス マ イ ナ ス 1 程

度 の こ と）。こ の 点 に つ い て 、す で に 緊急地震速報の 解

説 等 で 説 明 が加 え られ て は い る が、まだまだ十分な周

知 に は 至 っ て い な い。南海 トラ フ の 連動型の 巨大地震

の 発 生 等 も懸 念 され る 現在、こ の 点に つ い て、い ま
一

度 徹底 し て お く必 要 が あ る だ ろ う。「東 日本大震災」以

降、緊急 地震速報 の 精度を 向 上 させ る工 夫等 も施され

た も の の 、現在 も、こ の 速報に 限 界 が あ る こ とに変わ

りは な い 。し た が っ て 、今後の 地 震 にお い て も緊急地

震 速 報 が伝 わ る 前に 揺れを 感 じ た り、警報 の 対 象地域

で な くて も強 い 揺 れ を 記 録す る可 能性が あ る。

　携 帯 電 話 の 機 能 を は じめ 、多くの 人 々 が 様 々 な場 所

で 緊急 地 震 速報 を 受 け取 る手 段が 増 え、こ の 速報を伝

達す る体 制 を整 え る 自治体や企 業も多 く な っ て い る。

ま た、こ の 速報 の 精度が 高 め て 正 確 な情報 が発 表 され

る よ う改 善 を進 め る こ と が 期待 され て い る。しか し、

何 度 も指 摘 され て い る こ とで は あ る が、緊 急地 震速報

は 地 震 対 策 が で きて い な けれ ば十 分 に 活 かす こ とが で

きな い 。就寝中な ど の 無防備 な状況 や 日ごろ馴染み な

い 場 所 で は 尚の 事で あ る。別 の 言 い 方 をすれば、地震

対 策 を進 め て い けば 、緊急 地 震速報 を受け取る こ とが

で き ない ま ま強い 揺れ に 襲われ る よ うな場合 で も、被

害 を軽 減す る可 能性 が高 ま る の で あ る。

　 「東 日本 大震災」 を契機 に 、緊 急 地震速報が注 目 さ

れ る よ うに は なっ た。し か し、忘れ て は な らない の は、

こ の 速報 が
一

般 に 発表 され る 目的は 「地震 に よ る 人的

被害 を 防 ぐこ と」 とい う点で あ る。こ の 目的を 再確認

し、緊急地 震速 報 を有効 に活 かすため の 準備 を、そ れ

ぞ れ 進 め て い か な けれ ばな らない の で ある。
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補注

1．関 東 地方 に居 住 す る 20 歳以 上 の 男女 を対 象 と した WEB モ

ニ タ
ー

調査 （年齢 ・性別 ・地域 に 偏 りが ない よ うに配 信 ）。調

査期 間は 2011 年 6 月下 旬か ら 7月 上 旬。回答 数 は 300 〔東

京都 ・神奈川 県は 各 50、そ の 他 の 県 は 40）。

2．緊急地 震速報 の 警報 が 発 表 され た こ との あ る東 日本 の 3 都

市 （仙 台市 ・東京 23 区
・横浜 市） と、こ れ ま で 警報 が発表

され た こ との ない 西 日本の 3都 市 （京都 市 ・神 戸 市 ・福 岡市）

に 居住 する 20 歳 以 上 の 男 女 を 対象 と した WEB モ ニ ター調

査 （年齢 ・性別 に 偏 りが な い よ うに 配 信 ）。調査 期間 は 2012

年 3 月。回 答数は 300 （1都 市 に つ き 50 名）。

3．調査票 に、緊急地 震 速報 に つ い て の 説 明文 を示 し た うえ で、

  （こ の 調査 以 前 に ） よ く知 っ て い て あ る 程度の 説 明もで き

た、  （こ の 調 査 以 前 に ） こ こ ま で は 詳 し くない が 、だ い た

い 知 っ て い た、  （こ の 調 査 以前に ）なん とな く聞い た こ と

が あ っ た が詳 し くは 知 らな か っ た、  （こ の 調 査以 前 に） ま

っ た く 知 らな か っ た、の 4 つ の 選択肢 か ら 1 つ を 選 び 回 答す

る とい う形 で質 問 して い る。こ こ で の 「緊急地震速報 を知 っ

てい る ・聞 い た こ とが あ る 」 の 回答 は、  か ら  の 回 答者の

合計 で あ る。

4．調 査票 に、緊急 地 震速 報の 警報 と予 報の 違い の 説明 とテ レ

ビ ・
ラ ジオ ・一部 の 鵬帯電 話で 伝 え られ る緊急地震速報は 警

報 で あ る こ とを示 した うえ で 、  知 っ て い た、  震度に 関 係

なく 「揺れ る地 域 」 に伝 え られ る と思 っ て い た、  知 らなか

っ た 、の 3 つ の 選 択 肢 か ら 1 つ を選 び 回 答 す る とい う形で 質

問 して い る。こ こ で の 「警報 を理 解 して い る」とい う回答は 、

  の 回 答者の 割合 で あ る．

5．気象庁 ホ ーム ペ ー
ジ

（http：〃www ．seisvol ．kishou．go．jp！eq ／EEWIkaisetSu／johotjo

ho ．html 　 2012 年 6月 1 日参 照 ）よ り筆 者 が計算。な お、2011

年は 、3 月 11 日の 「東北地 方太平 洋 沖 地 震 」発 生 ま で 、警報

は 発表 されて い ない 。

6．補 注 7 と同 じ資 料に よ る。

7．全 国 18 歳 以 上の 男女を 対 象 と した WEB モ ニ タ
ー

調 査。調

査 時期は 2007 年 9 月。回 答者数 は 1069。回答 者 数 の 内訳 は、

男性 が 528 （49 ．4％）、女性 が 541 （50、6％ ）。18 歳 〜35 歳 が

535 （50．0％）、36 歳以上 が 534 （50．0％）。居 住 地域 は都 市

部 （東 京 23 区・当時 の 政令指定都市 ・
人 口 30 万人以 上 の 都

市 ） が 526 （49 ，2％）、都市部以 外 〔人 口 30 万 人 未満 の 市町

キ寸〕　カ1543 　（50．8％）。

　本報告 は 、平成 23 年 年 度科学研 究 費補助金 （基盤研 究 C）

に よ る研究成果 の 一部で あ る。
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